
E様式2ヨ  

病 院 名   所  在  地   

順天堂大字医学部附属順天堂医院   栗京都 文京区：本戦 3－1－3  

団体名（開設者）  

空事長 小川 秀輿   

．∴ ∫ ≡ ■    l  － ■＝ ≡ ． ．t一症・； ＝ l王  

ニ  

、 

二 

稀薄章亘牛頭僅割種日華軒亘隼草葉草章  

該当部分に○  

妊娠に対応している（ハイリスク妊娠管理加算の対象）   0   

妊娠管理加算の対象ではないが、ハイリスク妊娠に対応  

旨行っているが、正常分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応していない  

I診療（分娩）の取扱いをイ木止中（下記項目について記載のこと）  

休止しているか 

宣由 

ヒい再開の見込み 

覗センター認定時から産科を標接していない  

該当部分しこ○   

新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象）   （⊃   

集中治療室管】里加算加算の対象とはならないが、新生児科専任医師が勤務Lており、  
斤生児への対応を行っている   

専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

巨児医療の取扱いをイ木止中（下記項目について記載のこと）  

イ木止しているか 

竺由 

亘療再開の見込み 

期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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新生児   母体   

搬送受入の要請のあった件数（件）  107 件   122 件  

搬送を受入れた件数（件）  80 件   24 件  

※「新生児」には母体搬送後の出藍児は含言ない  
（   22 件）  （  （）内は県外からの搬送数（再掲）                                 2 件）  

く  D 件〉  （  0 件〉  く 〉内はドクターカーによる搬送教（再掲）  

【  0 件】  【  1件】  【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

①：総合周産期母子医療セシト   16 件   1件  

搬  15 件   2 件  

送  37 件   19 件  

フて  
12 件   2 件  

内  0 件   0 件  

訳  
その他／不明   0 件   0 件   

搬送受入ができなかった件数（件）  27 件   98 件   

理 由  （「⑥その他」の詳細）   

産科病床が満床であったため。   
（》NICUが満床であったため。  27 件   70 件  

②M口CUが満床であったため。  0 件   0 

（∋診療可能な医師がいなかったため。  0 件   0 件   

④その他  0 件   28 件   

諌製綿申覇疎華瀬韓頑固獄車重熊輔車朝昼韓頓婚纏  ・′一■・  

※該当者なしの場合は、空欄とせず、0人と記入してください。   

②（》以外で日中、   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  産科・産婦人科医師  従事しないが、当直や緊急時に  分娩に関与する医師  

し   ＼るが、当直等  

常勤医師致  
（研修医・レジデントを除く）   

6 人   0 人   走事する産婦人  
す。  

常勤の研修医－レジデントの数   2 人   0 人   2 人   

非常勤医師   0 人   0 人   D 人   

＼否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除く）   

3 人   を「常勤」という。  
※非常勤医師についてI  

常勤の研修医・レジデントの致   0 人   事した非常勤医師の1週  
設の通常の1週間の勤務   

非常勤医師   0 人   0 人   

【医師の当直体制】   産科   新生児科（N！CU）   

平日の夜間   2 人   1人   

土曜日の昼間   2 人   1人   

土曜日の夜間   2 人   1人   

日曜日の昼間   2 人   1人   

日曜日の夜間   2 人   1人  



順天堂医学部附属順天堂医院  

院内標梼診療科名（34科）   

総合診療科、循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、腎・高血圧内科、  

膠原病・リウマチ内科、血液内科、糖尿病・内分泌内科、メンタルクリニック、  

脳神経内科、小児科■思春期科、食道・胃外科、大腸■肛門外科、  

肝・胆・膵外科、乳腺科、心臓血管外科、呼吸器外科、  

小児外科・小児泌尿生殖器外科、脳神経外科、整形外科・スポーツ診療科、  

形成外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉・頭頸科、放射線科、  

産科・婦人科、救急科、麻酔科・へ0インクリニッタ、臨床検査医学科、  

病理診断科、歯科口腔外科、健康スポーツ科、リハヒヾリテーション科  

47   



臣様式2】  

団体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

社会福祉法人 貸育会   泣言会病院   東京都墨田区太平 3－20－2   

痺離錘療頭車圭ヰ煎⑧擁  

【産科部門】   該当部分・に○  

l ハイリスク妊娠に対応しているレ＼イリスク妊娠管‡皇加算の対象）   O 
2  ハイリスク妊娠管理加算の対象ではないが、ハイリスク妊娠に対応  

3 産科診療を行っているが、正恵分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応していない  

4  現在、産科診療（分娩）の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

・いつから休止しているか 

・休止の理由 

・分娩取扱い再開の見込み 

5  地域周産期センター認定時から産科を標持していない  

【新生児部門】   該当部分に○   

l ハイリスク新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象）   ○   

2 警≡．讐禁訳語諸賢警驚兢とはならないが、新生児利害住区師が推しており・   
○   

3  新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4  現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

・いつから休止しているか 

・休止の理由 

・新生児医療再開の見込み 

5  地域周産期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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咄麿児は含言ない   
（）内は県外からの搬送数（再掲）   

（ 〉内はドクターカーによる搬送数（再掲）  

【】内はドクターヘリによる搬送致（再掲）   

0件   5件   

）た件数（件）   14件   132件  

（「④その他」の詳細）   

ため．   1件   
○依頼取り下げ  1件  

14件            ○産科満床  4件   

件   件   
○記録なし  96件   

仁た♂）。  

よ力＼㌧たため。   12件   1封年  

1件   10D件   

3＿救急搬送につ  

⊃ 

手数 

※「蘇生児」には母体堪送竣の  

①：総合周産期  

②：地域周産期  

D 

搬送受入ができなかっ  

①NICUが満床であった  

②MRCUが満床であっナ  

③診療可能な医師がいた  

‡iセ｛＝：宴≡：＝…ラ憲・の▲≡≒‡…‘わ＝－：＝義嵐壷拉…譲葉威元年i如窮酪酸痩謹簑左様迫握南東  

※該当者なしの場合は、空欄とせず、0人と記入してください。   

②①以外で日中、   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  従事しないが、当直や緊急時に  勤帯は婦人科診療や不妊治  

産科・産婦人科医師   分娩に関与する医師  いるが、当直等  

常勤医師数  
（研修医－レジデントを除く）   

人   4人   従事する産婦人  
ます。  

常勤の研修医・レジデントの致   人   1人   人   

非常勤医師   人   2人   人   

か否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   （1週間につき概ね32時  

常勤医師致  
（研修医・レジデントを除く）   

4人   を「常勤」という。  
※非常勤医師についてl  

常勤の研修医・レジデントの致   人   事した非常勤医師の1週  
設の通常の1週間の勤務   

非常勤医師   1．5人   人   

【医師の当直体制】   産科   新生児科（NICU）   

平日の夜間   2人   1人   

土曜日の昼間   2人   1人   

土曜日の夜間   2人   1人   

日曜日の昼間   2人   1人   

日曜日の夜間   2人   1人   
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E様式2】  

冠体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

学校法人東京女子医科大字 理事長吉岡博光   東京女子医科大字烹医療センター   東京都荒川区西尾久2－1・一10   

空謳料再郊唇桓離京蕪碩漸桓亘軸纏韓製軒   

【産科部門】   該当部分に○  

1 ハイリスク妊娠に対応している（ハイリスク妊娠管理加算の対象）   ○   

2  ハイリスク妊娠管理加算の対象ではないが、′＼イリスク妊娠に対応  

3  産科診療を行っているが、正常分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応，していない  

4  現在、産科診療（分娩）の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

■いつから休止しているか：  

・休止の理由： 

・分娩取扱い再開の見込み：  

5 地域周産期センター認定時から産科を標模していない  

【新生児部門】   該当部分に○   

1 ハイリスク新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象）   （⊃   

2 警空対象とはならないが、新生牌専任医師が動乱ており・  

3  新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4  現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項巨＝こついて記載のこと）  

・いつから休止しているか：  

・休止の理由：  

・新生児医療再開の見込み：  

5  地域局産期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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ゴ産児は含言ない   
（）内は県外からの搬送数（再掲）   

く 〉内はドクターカーによる搬送敏（再掲）  

【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

件  
件  

2 件   件   

た件数（件）   16 件   94 件  

（「④その他」の詳細）   
＊ 心疾患合併・外科疾患合併が強く疑われたため  

ニめ．   10 件   64 件          （当院では心疾患・外科疾患には対応できない）  

＊ 当院で重症児がこれから生まれそうなため   

iったため。   件   24 件      ＊ 現にNICU内で重症児がいるため、これ以上の重症児の診察は危険と判断したため  
＊ ③に近いが」産科医が緊急事締や他の搬送その他の救急に対応中のため   

かったため。   0 件   件  

6 件   8 件   

搬送受入の要請のあっ  

搬送を受入れた件  

￥「新生児」には母体欄送後の出  

圭 

圭 

③：①、②以外の  

搬送受入ができなかっナ  

①NtCUが満床であったた  

②M月G日産科が満床であ  

③診療可能な医師がいな  

室料李≒密転換亘車重凍寒宇き幸葺壊車劉や東経自重毎葉車捷把車重車套華牽  

、．空欄とせず、0人と記入してください。  

②①以外で日中、   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
】  （D周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  産科 

・産婦人科医師   分娩に関与する医師   ＼るが、当直等  

く）   

1人   7 人   従事する産婦人  
ます。  

の数   1 人   1 人   0 人  

0 人   0 人   0 人   

か否かといった  
数  新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時  

除  
3 人   を「常勤」という。  

※非常勤医師についてI  

の数   3 人   事した非常勤医師の1週   
設の通常の1週間の勤務  

0 人   0 人  

産科   新生児科（NICU）  

（＊1）2 人   
（＊り月の内、2名当直が出   

1／3は1名当直で宅直  医師がカバーしています。  

（＊1）2 人   1人  

（寧1）2 人   1人  

原則 2 人   1人  

原則 2 人   1 人   

※該当者なしの場合は  

【産科部門の医師数  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除  

常勤の研修医・レジデントα  

非常勤医師  

【新生児部門の医師  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを  

常勤の研修医・レジデント  

非常勤医師  

【医師の当直体制】  

平日の夜間   
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E様式2】  

団体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

日本赤十字社   葛飾赤十字産院   東京都 葛飾区 立石 5－1卜t2  

≡＝ 
．．． 

【産科部門】   該当部分に○  

l ハイリスク妊娠に対応している（ハイリスク妊娠管理加算の対象）   0   

2  ハイリスク妊娠管理加算の対象ではないが、ハイリスク妊娠に対応  

3  産科診療を行っているが、正常分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応していない  

4 現在、産科診療（分娩）の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

・いつから休止しているか：  

・休止の理由：  

・分娩取扱い再開の見込み：  

5 地域周産期センター認定時から産科を標携していない  

【新生児部門】   該当部分に○   

l ハイリスク新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象）   ○   

2 警享驚対象とはならないが、鮎児科琴雇医師が動乱ており、  

3  新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4  現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

・いつから休止しているか：  

・休止の望由：  

・新生児医療再開の見込み：  

5 地域周産期センター認定時から新生児医療を取り取っていない  
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※「新生児」には母体搬送後の出産児は含言ない  

く 〉内はドクターカーによる搬送数（再掲）  

【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

※該当者なしの場合は、空欄とせず、0人と記入してください。   

②①以外で日中、   （∋ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  産科・産婦人科医師  従事しないが、当直や緊急時に  分娩に関与する医師  診療や不妊治  

るが、当直等  
常勤医師数  

（研修医・レジデントを除〈）   
5人   0人   事する産婦人  

す。  
常勤の研修医・レジデントの数   2人   0人   0人   

非常勤医師   l．36人   0人   0人   

否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時  

常勤医師数   
（研修医・レジデントを除く）  

5人   を「常勤」という   
※非常勤医師についてI  

常勤の研修医・レジデントの数   0人   暮した非常勤医師の1週  
設の通常の1週間の勤務   

非常勤医師   0．1人   0人   

【医師の当直体制】   産科   新生児科（Nに∪）   

平日の夜間   2人   †人   

土曜日の昼間   2人   1人   

土曜日の夜間   2人   1人   

日曜日の昼間   2人   1人   

日曜日の夜間   2人   一人   
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E様式2∃  

団体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

東京都   東京都立大塚病院   東京都豊島区南大塚2－8－1  

5  地域周産期センター認定時から産科を標樗していない  

【麻生児部門】   該当部分に○   

1 ハイリスク新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象）   （⊃   

2 警告；綿とはならないが・鮎児科専任医師が勤凱ており、  

3 新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4  現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項目について言己載のこと）  

・いつから休止しているか：  

・休止の空白：  

・新生児医療再開の見込み：  

5  地域周産期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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〉出産児は含富ない   
（）内は県外からの搬送数（再掲）   

く  〉内はドクターカーによる搬送数（再手昌）  

【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

0件   0件  

D件   11件   

⊃た件数（件）   40件   138件  

（「④その他」の詳細）   

ため。   件   件   

たため。   件   件   

よかったため。   件   件  

件   件   

捏 

っ 

半 

※「新生児」には母体搬送後の  

①：総合周産期  

②：地域周産期  

乃 

搬送受入ができなかっ  

（DNICUが満床であった  

②MFICUが満床であっナ  

③診療可能な医師がいた  

ミ‘・：＝＝    …：－こ■＝－＝＝ ：、     沌：蕗古      志 

※該当者なしの場合は．．空欄とせず、0人と記入してください。   

②①以外で日中二   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  従事しないが、当直や緊急時に  勤罵は婦人科診療や不妊治  

産科・産婦人科医師   分娩に関与する医師  ＼るが、当直等  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除く）   

3人   0人   従事する産婦人  
ます。  

常勤の研修医・レジデントの数   1人   1人   0人   

非常勤医師   1．7人   0人   1．4人   

＼否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除く）   

6人   を「常勤」という。  
※非常勤医師についてl  

常勤の研修医・レジデントの散   1人   事した非常勤医師の1週  
設の通常の1週間の勤務   

非常勤医師   0．1人   0人   

【医師の当直体制】   産科   新生児科（ⅢCU）   

平日の夜間   2人   1人   

土曜日の昼間   2人   1人   

土曜日の夜間   2人   1人   

日曜日の昼間   2人   1人   

日曜日の夜間   2人   1人   
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E様式2】  

団体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

東京都知事 石原 慎太郎   東京都立豊島病院   東京都板橋区菜町33－1  

【産科部門】   該当部分・に○  

1 ハイリスク妊娠に対応している（ハイリスク妊娠管理加算の対象）  

2  ハイリスク妊娠管理加算の対象ではないが、ハイリスク妊娠に対応  

3 産科診療を行っているが、正常分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応していない  

4  現在、産科診療（分娩）の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）   ○   

・いつから休止しているか：平成18年9月  

・休止の理由：医師確保困艶  

・分娩取扱い再開の見込み：平成20年10月よリリスクの高い妊婦を対象に再開  

5 地域原産期センター認定時から産科を標持していない  

【新生児部門】   該当部分に○   

1 ハイリスク新生児に対応している（新生児特定集中治療室管理加算の対象〉  

対象とはならないが∵新生児科専任医師が動乱ており・  
2  

3 新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4 現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）   ○   

・いつから休止しているか：平成19年10月  

・休止の理由：医師確保困琵  

・新生児医療再開の見込み：未定  

5 地域周産期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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（）内は県外からの搬送数（再掲）   

く 〉内はドクターカーによる搬送数（再掲）  

【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

件   件  

1件   件   

ヒ件数‘：件）   17 件   件  

（「⑥その他」の詳細）   

め。   件   件   

ヒめ。   件   件   

）＼ったため。   件   件  

件   件   

ヒ 

敦 

． 

： 

： 

扁 

搬送受入ができなかった  

（かNtCUが満床であったた  

（aMRCUが満床であったナ  

③診療可能な医師がいなカ  

燕軽軸打東輯担印暗頑噂衰時嚇碑瑚嘩蒔塾埴照 

※該当者なしの場合は、空欄とせず、0人と記入してください。   

②①以外で日中、   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  産科 

・産婦人科医師   分娩に関与する医師   ＼るが、当直等  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除く）   

0人   4人   事する産婦人  
す。  

常勤の研修医－レジデントの数   0人   0人   0人   

非常勤医師   0人   0．8人   0人   

＼否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時間以上）を満たして就業する者  

常勤医師数   
（研修医・レジデントを除く）  

2人   を「常勤」という      0人       D  

※非常勤医師については、巣立換呈とする。（職務に従  
常勤の研修医・レジデントの敬   0人   事した非常勤医師の1週間の勤務時間合計を当該施  

当直のみの応捷要員として6名程度  
設の通常の1週間の勤務時間で除した数）  

非常勤医師  の医師を確保し、月9－10日（平日）  

を担当   

【医師の当直体制】   産科   新生児科   
※N【CUは休止中であるが、分娩再開による新生児の対応を行ってい  
る医師数を記鼓している。  

平日の夜間   1人   1人   

土曜日の昼間   1人   

土曜日の夜間   常時1名の医師が緊急時に連  
絡を受けて登院することが可  
能な体制を確保している。  

日曜日の昼間   （＝オンコール体制〕  

日曜日の夜間   1人   
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E様式2∃  

団体名（開設者）   病  院  名   所  在  地   

日本赤十字社   武蔵野赤＋字病院   東京都武蔵野市境両町1－26－1   

増阜埠軒碑無   

【産科部門】   該当部分に○  

1 ハイリスク妊娠に対応している（ハイリスク妊娠管理加算ゐ対象）   （⊃   

2  ハイリスク妊娠管理加算の対象ではないが、ハイリスク妊娠に対応  

3  産科診療を行っているが、正常分娩が中心であり、ハイリスク妊娠は原則として対応していない  

4 現在、産科診療（分娩）の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

l  

・いつから休止しているか：   

・休止の理由：  

・分娩．取扱い再開の見込み：  

5 地域周産期センター認定時から産科を標祷していない  

【新生児部門】   該当部分に（⊃   

1 ハイリスク新生児に対応している（新生児特在集中治標室管理加算の対象）   ○   

2 警．空驚槻とはならないが・新生児科専任医師が動乱ており・  

3 新生児科専任医師は勤務していないが、常勤の小児科医又は産科医が新生児医療を担当  

4 現在、新生児医療の取扱いを休止中（下記項目について記載のこと）  

・いつから休止しているか：  

・休止の理由：  

・新生児医療再開の見込み：  

5 地域周産期センター認定時から新生児医療を取り扱っていない  
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新生児   母体   

搬送受入の要請のあった件数（件）  50件   107件  

搬送を受入れた件数（件）  36件   45件  

※r新生児」には母体搬送後の出直児は吉富ない  
（  件）  （  （）内は県外からの搬送数（再掲）                                件）  

く  件〉  〈  件〉  〈 〉内はドクターカーによる搬送数（再掲）  

【  件】  【  件】  【】内はドクターヘリによる搬送数（再掲）   

①：総合周産期母子医療センター   件   3件  

搬  件   2件  

送  35件   36件  

フt  

診療所   件   件  

内  件   件  

訳  
その他／不明  1件   4件   

搬送受入ができなかった件数（件）  14件   62件   

理 由  （「④その他」の詳細）手術室の 

（DN【CUが満床であったため¢  14件   39件   

②M口CUが満床であったため。  件   件   

③診療可能な医師がいなかったため。  件   3件   

④その他  件   20件   

喪⑯締塵韓㊦担架摘申ゆ雛称勘＝…享喜連葉鋒套蝉童享輔車自串喪章た瞳軽輩蚕韓毎攣控郎結 

※該当者なしの場合は、空欄とせず、0人と記入してください。   

②①以外で日中、   ③ 日勤帯は分娩に  ※③については、例えば、日  
【産科部門の医師数】   ①周産期センター（産科）の  専任医師           産科診療（分娩）に従事する  産科 

・産婦人科医師   分娩に関与する医師   ＼るが、当直等  
常勤医師数  

（研修医・レジデントを除く）   
12人   0人   事する産婦人  

す。  
常勤の研修医・レジデントの数   0人   0人   D人   

非常勤医師   0人   0人   0人   

＼否かといった  
【新生児部門の医師数】   新生児科の専任医師   

小児科医   
（1週間につき概ね32時間以上）を満たして就業する者  

常勤医師数  
（研修医・レジデントを除く）   

4人   を「常勤」という。 
※非常勤医師については豊艶換量とする（職務に従  

常勤の研修医・レジデントの数   0人   0人  事した非常勤医師の1週間の勤務時間合計を当該施  
設の通常の1週間の勤務時間で険した致）   

非常勤医師   0人   0人   

【医師の当直体制】   産科   新生児科（N【CU）   

平日の夜間   1人   1人   

土曜日の昼間   1人   1人   

土曜日の夜間   1人   1人   

日曜日の昼間   1人   1人   

日曜日の夜間   1人   1人   
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